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赤ちゃんのお耳は　きれいなお耳
ほんのりももいろ　さくら貝
ねてて笑って　にこにこえくぼ
どんなお夢を　見ているでしょう

　　　　　　　　　詞：都築益世

　新生児聴覚検査や1歳6か月児健診、3歳児健診で、再検査をしましょうと言われたり、うち
の子は育ち方が遅いみたいと思ったり、いろいろと心配なことがあるかもしれません。

そんなとき、ひとりで悩まず、お近くの保健所や保健センターに相談しましょう。
たくさんの赤ちゃんを見守り、相談にのってきた保健師さんは、ご家族の心配を受けとめ、
アドバイスをしてくれます。

また、「耳のきこえ」と「ことば」について、0歳の赤ちゃんから相談にのってくれる機関があります。

上記以外にも、民間の相談機関・療育機関等があります。
右記のQRコードからホームページをご覧ください。
赤ちゃんの「耳のきこえ」に、障害がみつかったときには、
小さいときから、適切な療育を受けることが大事です。
療育・教育の場所では、専門の先生や、一緒に育つお友だちと出会えます。

都立大塚ろう学校　「きこえとことば」相談支援センター乳幼児教育相談
〒170-0002　東京都豊島区巣鴨4－20－8　
電話 03-3918-3347（代表）　FAX 03-3915-9844
※城南分教室、城東分教室、永福分教室もあります
都立立川ろう学校　乳幼児教育相談（ひよこぐみ）
〒190-0003　東京都立川市栄町1－15－7　
電話 042-523-1358（代表）　FAX 042-523-6421
都立葛飾ろう学校　乳幼児教育相談（ひよこルーム）
〒124-0002　東京都葛飾区西亀有2－58－1　
電話 03-3606-0121（代表）　FAX 03-5697-0275

赤ちゃんの耳のきこえに関心を・・・
　現在、乳幼児健診の問診や診察のときに、耳のきこえの確認を行っていますが、耳のきこえ
の障害は、生まれつきの場合のみでなくその後の病気などが原因で起こるものがあり、保護
者によって見つかることもあります。日常の赤ちゃんの様子に注意し、発達に応じて耳のきこえ
とことばの状態を確認してみましょう。
　新生児聴覚検査を受けましょう
　新生児聴覚検査は、耳のきこえ（聴覚）の障害を早い時期に発見するために、出生後間もな
い時期に実施する簡易検査です。生まれつき耳のきこえ（聴覚）に問題がある赤ちゃんは、
1,000人に1～2人といわれていますが、早い時期に異常を発見し、適切な治療や支援を受け
ることで、ことばの発達などへの影響が最小限に抑えられることが分かっています。
　東京都内の区市町村では、検査費用の一部を助成する制度を実施しています。お子様の将
来のすこやかな言葉の発達のための第一歩として、この新生児聴覚検査を受けることをお勧
めします。
※新生児聴覚検査についての詳細はこちら

東京都福祉保健局少子社会対策部家庭支援課
電話番号　03－5320－4372（直通）

URL：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/index.html

赤ちゃんにとって、何よりも大事なのは、
お母さんをはじめ、ご家族の笑顔と愛情です。

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています
石油系溶剤を含まないインキを使用しています



赤ちゃんの育ちは、
一人ひとり違います。

ゆっくり見守ってあげましょう。
それでも、もし

気になることがあったら、
お近くの保健所や

保健センターに相談しましょう。

産院で、「新生児聴覚検査を受けましょう」と
言われました。どうすればいいかしら？
生後間もない赤ちゃんに、
眠っている間に小さな音を
きかせて、赤ちゃんの耳の
きこえの障害を早い時期
に発見することができるよ
うになりました。都内の区
市町村では検査費用の一
部を助成する制度を実施し
ています。


